
子育てしている人、
していない人、

これからする人が、
しあわせに暮らせる酒田市

H30元気みらいワークショップ
子育てチーム

阿曽静香・加藤由香・佐藤多紀子・堀 薫



子育て世帯の理解が
あまり感じられない！

子どもを育てにくい！

もっと子育てへの理解を！
制度や設備の充実を！

わたしたちの話し合いは、
そこからスタートしました



でも、蓋を開けてみると……

わたしたちの提案する改善策は、
すでに市が実行しているものがほとんどでした

では、なぜこんなに子育ての
しづらさを感じているのか？

制度等は充実しているのに、
なぜ子どもは増えないのだろう？



赤ちゃんや子育て家庭とのふれあい
を通して、子育ての明確なイメージ
を考えるきっかけに

子育て支援を簡単に・わかりやすく
まとめた、課をまたいだリーフレッ
トを作る

設備を少し改善し、楽しく安全に
遊べる環境へ

３つの改善提案
現状 改善

子育て支援といっても、赤ちゃん
と保育園、小学生、中学生、高校
生では必要とされているものが違
う。それぞれ課も異なる

いづれ結婚や出産を望んでいるけ
れども、具体的なビジョンがない

子供がいても、安心して自由に
遊べる場所が少ない



各世代・立場の人が、
実際に「今の子育て」に触れることで、

社会全体で子どもを育てるという
意識づくりのきっかけに

大 切 な の は 継 続 性！



提 案 ①

子育て支援を
簡単に・わかりやすくまとめた、
課をまたいだリーフレットの作成



妊娠から成人するまでの子育て支援一覧リーフレット

（例）岐阜県下呂市

・ 転入届けの提出時に渡す
・ 医療機関等にも設置をお願いする（待ち時間に読む用）
・ 酒田市の取り組みを広く市民に知ってもらう

まずは簡単に！文字も大きめに
（詳細は記載せず問い合わせてもらう）

職員さんの顔写真も登場させ、
手に取りやすく、身近に感じてもらう

フォントも柔らかく、
紙はコピー用紙でもOK。

WebにもPDFで記載し、
移住希望者にアピール



酒田市子育て支援リーフレット（案）



提 案 ②

赤ちゃんや子育て家庭とのふれあいを
通して、子育ての明確なイメージを

考えるきっかけに



しかし…いずれ結婚や出産を望んでいるけれども
具体的なビジョンがない。

酒田市の20～30代の独身者の72％が
“いずれは結婚”を望んでいる。

赤ちゃんや子育て家庭とのふれあいを通して
結婚や子育ての明確なイメージを考える

きっかけが必要なのでは！？



酒田市には、小学生・高校生が赤ちゃんや子育て中の
ママやパパと触れ合う機会を設けた事業がすでにあります

子育て支援課

「高校生乳幼児ふれあい体験」
社会教育課×子育てＮＰＯ

「赤ちゃん登校日」

その実績を活かして…

社会人と乳幼児・子育て家庭との
ふれあい事業を実施

酒田市役所 ／ 山形いきいき子育て応援企業
育休取得者がいる企業

モデル事業



① 20～30代の独身者の72％が“いずれは結婚”を望んでいる。

・ ふれあいと通じて、赤ちゃんや子どもの愛らしさを知る
・ 子育ての喜びや大変さ、尊さを知る
・ イメージがつかめ、具体的な行動に移すキッカケとなる

② 企業で実施する事により

・ 周囲の職員の育児休暇、子育てへの理解
・ 育児休暇中の職員の復職支援へのつながり
・ 「子育てに優しい企業」という企業イメージＵＰ

③ （事業に協力してくれた）子育て世代に対して

・ 自分たちの存在が次世代育成につながる
→自己肯定感の向上、社会参画

地域の子育て力が向上

～こんなシアワセが得られます！～



提 案 ③

設備を 少し 改善し、

楽しく安全に遊べる環境へ



観光と遊び場が一緒になっている

広場までの通路が記念館への通路でもある

標識が見にくい

通路で自転車で遊んでいる人もいる

広場に行く手段が階段。公園を遠回りしなければいけない。

文化施設ゾーン
土門拳記念館

人工湖
挙湖(白鳥池）

遊戯施設ゾーン
山頂

ピクニック広場

運動施設ゾーン
酒田市国体記念体育館

酒田市飯森山公園多目的グランド

メリット・デメリットが共存



さて、標識はどこにあるでしょう？



遊具2017年～改修
・きせきのはす
・アニマルステップ
・フラワーキャッスル

公園を利用している家族への聞き取り調査

「どんな遊具かあったらいいか」

・アスレチック
・大きいブランコ
・鉄棒
・水遊び場

「何か要望は？」

・車いすやベビーカー、自転車が上がってこれるようなスロープ
・自動販売機
・食べ物（コンビニが近くにあると便利）



・徐行、子供に注意の標識があるが見にくい

→標識を大きくしたり、見やすくする

・歩道を作るには道幅が狭い

→道路の色分け

・広場までの階段

→スロープを作る

・通路で自転車

→サイクリングロード

・公園利用者の声から

→自然を活かしたアスレチック、遊具
→休憩所に自動販売機の設置

改善


